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NinjaSatは 6Uサイズのキューブサット衛星 (10×20×30 cm)で、2–50 keVに感度を持つ非撮像型のガスX線
検出器 GMCを搭載し、2023年 11月に SpaceX Transporter-9で高度 ∼530 kmの太陽同期軌道に放出され 500
日以上が経過した。これまでに 2025年度春季年会 (V309a)などでNinjaSatの現状、観測結果を報告してきたが
高度が 2025年 6月時点で 400 km程度まで低下している。7月頃からは天体観測が姿勢制御の観点から難しくな
り、そこから∼20日程度で大気圏に再突入することが予想される。そのため我々は、現在NinjaSatのメインター
ゲットである明る過ぎるがゆえに現在では観測の難しいさそり座X-1を含む銀河系内のX線連星の 1ヶ月を超え
る長期観測のアレンジや、天体観測が不可能になった際に貴重な衛星軌道上でのデータを活かすための試験を計
画している。具体的には、打ち上げ後にソフトウェアのバグが発見された時に備えて準備していたもののこれま
で実行しなかった軌道上でのGMCの FPGAとMCUファームウェアの更新試験、サイエンスデータの容量確保
のためダウンリンク頻度を抑えていた衛星の姿勢情報、およびGPS情報をより高頻度にダウンリンクすることで
次の超小型衛星の計画につなげるための詳細な姿勢安定度を求める試験や、地球大気と衛星の相互作用の研究に
有用な時間と高度の詳細な情報の取得を行うなどの終期運用を予定しており、これらの結果について報告する。


